
　スポーツ教育学・体育科教育学の分野と、スポーツ哲学・スポーツ史
の分野、この2分野を研究しています。前者のスポーツ教育学・体育科教
育学の分野では、体育科の授業を通して、子どもや学校を変えるプログ
ラムなどを考案しています。身体活動を伴う体育科の授業には、子ども
の社会性や人間性を育む力があります。チームワークを育成するプログ
ラム、規律を学ぶプログラムなど、子どもや学校が抱える課題に合わせ
た教材を開発し、実際に学校への提供を行っています。後者のスポーツ
哲学・スポーツ史の分野では、フェアプレイの歴史やあり方について研究
しています。キリスト教の影響下で生まれたフェアプレイの精神は、ス
ポーツを行う人間の崇高な理性の産物だといえます。一方で、スポーツに
は暴力性や欲望を煽る側面もあり、フェアプレイの精神はそれらを抑制
するために生まれたもの、いわば人間の情動からの産物だとも考えられ
ます。この分野では、理想的なフェアプレイの形を模索しながら、より良
いスポーツ文化への貢献をめざしています。
　授業では、現代スポーツに見られるドーピング、八百長・違法賭博など
の問題を取り上げ、それらの是非を倫理学的な観点から議論していま
す。人々を豊かで幸せにするスポーツ文化のあり方を考察し、それぞれの
研究に活かしてもらえたらと思います。
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スポーツ教育には、運動能力やス
ポーツ技術だけでなく、社会性や人
間性を育む可能性がある。

■スポーツ教育

選手の内面だけでなく、スポーツに
関わる全ての人・全ての環境の高
潔性をめざす考え方。

■スポーツ・インテグリティ

公明正大にスポーツと向き合う態
度。「対戦相手を思いやる」「勝って
も驕らない」など。

■フェアプレイ

体育科の授業は人格形成に影響を
及ぼす。それを通して、子どもは責
任ある行動や規律を学ぶ。

■人格形成




